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海底ケーブル等の光ファイバで発生する水素について

海底ケーブル等の光ファイバの特性に影響を与える水素量の評価が可能です。

海底ケーブルからの発生水素量評価

Cat.No 3E4J-085-00-230921

海底ケーブル等に用いられる光ファイバの素材である石英ガラスは化学的に安定した物質ですが、光ファイバ内に
水素分子が拡散すると、伝送損失が増加することが知られています。
一方、海底ケーブルの材料として用いられる有機材料から微量の水素ガスが発生したり、ケーブル内の結露で生じ
た水分が、ケーブルを構成する金属材料と電気化学反応を起こし、水素ガスを発生する場合があります。
したがって、海底ケーブルの長期安定性を確保するには、海底ケーブル構成材から、できるだけ水素が発生しないこ
とが要求されます。

発生水素量の分析例

・お客様の試料に適応したガス捕集治具・設備を準備し、経時変化を含めた水素発生量のモニタリングデータをご提
供できます。

・発生した水素ガスをガスクロマト/熱伝導度検出器（GC/TCD）で定量いたします。

・試験条件等についてもご相談に応じて対応いたします。

● 分析概要

ガス捕集用容器に試料を封入

分析方法 ： ガスクロマトグラフ/熱伝導度検出器（GC/TCD）

定量下限 ： 0.1％（装置下限）

発生水素定量の一例（H2のクロマトグラム）

GC/TCD装置分析フロー
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発生水素量の経時変化（イメージ）
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